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１ 計画（案）で見直しの方向性が示されている事務事業 

「まちが安全・くらしが安心」、「人が元気」、「都市が元気」な大阪づくりに向け、

限られた財源のなか、府としての役割を果たすとともに、スピードある改革に取組

むため施策再構築の前倒し､早期具体化を図る。 

◆ 府立社会福祉施設（槻ノ木荘・高槻温心寮・豊里学園）の 

大阪福祉事業財団への移管[民立民営化] 【健康福祉部】 

《行財政計画(案)改革工程表における取組内容》 
大阪福祉事業財団委託施設については、府立施設としては廃止することとし、

今後、施設種別ごとに条件整備に努め、順次、事業財団への移管をすすめる。 

《前倒し・早期具体化等の内容》 

平成１４年４月に民営化を実施した特別養護老人ホーム白島
はくしま

荘ほか８施設

（府社会福祉事業団等に移管）に続き、槻ノ木荘・高槻温心寮・豊里学園の

早期移管を行う。 

○各施設の移管予定時期 

・槻ノ木荘（養護老人ホーム）  平成１４年１１月１日 

・高槻温心寮（救護施設）    平成１５年 ４月１日 

・豊里学園（知的障害児施設）  平成１５年 ４月１日 

◆ 高等職業技術専門校の再編整備に向けた取組【商工労働部】 

《行財政計画(案)改革工程表における取組内容》 
平成１４年度に、高等職業技術専門校の再編整備に関する基本構想を策定

する。具体的スケジュールは平成１５年度以降の財政状況等を検証した上で

判断する。 

《前倒し・早期具体化等の内容》 

本年 10月末を目途に基本構想を策定し、高等職業技術専門校の訓練体系等

のあり方について早期に検討をすすめる。 

施策の再構築等 
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◆ 府営住宅建替における民活手法の早期導入に向けた取組 
【建築都市部】 

《行財政計画(案)改革工程表における取組内容》 
府営住宅建替に伴う売却用地について、平成13年度から事業コンペを実施

しており、さらに、民間の経営資源や創意工夫を活かして、円滑かつ効率的

な建替事業を進めるため、平成16年度から民活手法を導入した建替事業コン

ペ等を試行する。 

《前倒し・早期具体化等の内容》 

PFI を視野に入れた民活手法の実現可能性や具体的手法等について平成 

１４年度に前倒しで検討に着手し、早期導入を図る。 

◆ 府立高校の納付金の見直し【教育委員会】 

《行財政計画(案)改革工程表における取組内容》 
空調機の導入など、さらなる学習環境の充実を図るため、適正な受益と負担

の観点から今後の納付金のあり方について検討する。 

《前倒し・早期具体化等の内容》 

平成 16年度から府立高校全校の普通教室に空調機を導入するため、空調使

用料の設定を検討する。 

◆ 私立高校通信制課程の経常費補助単価の見直し【生活文化部】 

《行財政計画（案）改革工程表における取組内容》 
通信制課程の経常費助成については平成 16 年度までに､補助単価を府内一

般生は国標準額、その他生（府内技連生、府外生）は国庫補助額へ 3 ヵ年で

段階的に引き下げる。 

《前倒し・早期具体化等の内容》 

平成 14年度から着手している補助単価の段階的引下げ（府内一般生は国標

準額、その他生は国庫補助額に）を平成１５年度に前倒しで実施する。 
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◆ 府 3大学の再編・統合等【生活文化部・健康福祉部】 

《行財政計画(案)改革工程表における取組内容》 
平成14年度の夏までに府大学改革基本計画(案)を作成し、パブリックコメ

ント手続きなどを経て、計画を策定。内容としては、少子化時代に府大学が

将来にわたって果たすべき役割や、教育研究内容、大学運営に対する評価や

運営主体のあり方などを精査し、学部の再編、統合、法人化など本格的な大

学改革を推進する。 

《前倒し・早期具体化等の内容》 

教育研究機能の充実や、地域貢献、社会貢献の機能強化、さらには運営基盤

の強化を図るため、平成１７年度を目途に府立大学、府立女子大学、さらに府

立看護大学の３大学を再編・統合し、高度「研究型」大学として教育研究体制

を再構築する。あわせて「公立大学法人」による自律性・機動性のあふれた大

学運営への転換を図る。 

◆ 海外事務所の機能強化に向けた取組【商工労働部】 

《行財政計画(案)改革工程表における取組内容》 
シンガポール、上海両海外事務所を大阪市との共同設置とするため、大阪市

との協議をすすめる。 

○スケジュール 

シンガポール   平成１４年度 執務室の一体化 

平成１５年度 大阪市と協議 

平成１６年度 共同設置 

上   海   平成１６年度 大阪市と協議開始 

《前倒し・早期具体化等の内容》 

海外における諸活動の総合力を高めるため､大阪市の海外事務所との共同

化に向けた検討をすすめる。 
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◆ 定時制高校の改革（夜間定時制課程を包括したトータル計画の策定）

【教育委員会】 

《行財政計画（案）改革工程表における取組内容》 
全日制府立高校特色づくり・再編整備２期全体計画（職業科を除く）にお

いて、そのあり方を検討。 
平成１４年度 ２期全体計画・１年次計画策定・公表 
平成１５年度 ２期２年次計画 策定・公表 
平成１６年度 ２期３年次計画 策定・公表 

《前倒し・早期具体化等の内容》 

本年６月の教育委員会会議の決定に基づき、全日制の高等学校に、多部制単

位制高校（ｸﾘｴｲﾃｨﾌﾞｽｸｰﾙ）を加えた「昼間の高等学校」及び夜間定時制の課

程を包括した新たな計画「府立高等学校特色づくり・再編整備計画（仮称）」

を平成１５年度に策定する。 
 
夜間定時制高校については、夜間という条件の中で目的意識を持って学習す

る生徒の就学の場となるよう教育内容・教育システムの充実を図るとともに、

適正規模・適正配置の観点から今年度中に検討を行い方向性を取りまとめる。 
 




